
小坂町は「日本で最も美しい村」連合に加盟しています

行事ごよみ販売中です！町内在住の方：一部150円　町外の方：一部200円　お問い合わせはセパームまで

“ひと”と
　 “まち”が輝く
　　躍動する小坂

平成25年度予算……………………………２～３
３月定例議会町政報告／人事異動………４～５
空き家等の適正管理について…………………６
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● もくじ ●

～七滝小学校卒業・修了証授与式・閉校式～
123年の歴史に幕

　３月18日、七滝小学校で、在校生と卒業生、父兄、地域の方々、教育関係
者が参加し、卒業・修了証授与式・閉校式が行われました。
　同校は、明治23年の開校以来、123年間にわたり3,500人以上の学舎として
小坂町の教育行政を担ってきました。
　卒業生６人を含む32人の児童は、真新しい校舎で、４月から始まった小中
連携教育と共に新しいスタートを切りました。
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会　　計　　名

国民健康保険

後期高齢者医療

介　護　保　険

　保険事業勘定

　介護サービス事業勘定

簡易水道事業

歯 科 診 療 所

中小企業従業員退職金等共済事業

菅原ヤヱ奨学資金

土　地　取　得

文　化　基　金

下 水 道 事 業

小 坂 財 産 区

計

平成25年度予算額

7億8,902万円

8,089万円

7億2,286万円

7億1,060万円

1,226万円

3,069万円

6,303万円

319万円

240万円

1万円

3千円

2億8,965万円

550万円

19億8,724万円

平成24年度予算額

8億166万円

7,390万円

6億7,224万円

6億6,023万円

1,201万円

3,008万円

6,269万円

879万円

264万円

1万円

3千円

2億8,663万円

313万円

19億4,177万円

増減率　

△1.6％

9.5％

7.5％

7.6％

2.1％

2.0％

0.5％

△63.7％

△9.0％

0.0％

0.0％

1.1％

75.7％

2.3％

会　　計　　名

（収益的収入）

（収益的支出）

（資本的収入）

（資本的支出）

平成25年度予算額

2億3,517万円

2億3,116万円

6,338万円

1億4,202万円

平成24年度予算額

1億9,499万円

1億9,490万円

4,157万円

1億2,157万円

増減率　

20.6％

18.6％

52.5％

16.8％

会　　計　　名

一 　 般 　 会 　 計

簡易水道事業特別会計

歯科診療所特別会計

下水道事業特別会計

水 道 事 業 会 計

合　計

平成25年度末　

49億8,053万円

1億53万円

104万円

15億6,673万円

25億4,492万円

91億9,375万円

平成24年度末　

49億5,924万円

1億800万円

208万円

15億6,436万円

25億9,825万円

92億3,193万円

依存財源
75.9％

地方交付税
17億5,000万円

町税
6億4,757万円

町債
4億120万円

（47.4％）

（17.6％）

（10.9％）
（7.6％）

国庫支出金
2億8,131万円

県支出金
2億4,068万円

地方譲与税など
1億3,237万円

財産収入など
（分担金及び負担金､
  繰越金､諸収入）
1億8,265万円

繰入金
352万円（0.1％）

使用料及び手数料
5,070万円（1.4％）

（5.0％）

※合計と内訳の計は一致しないことがある。

自主財源
24.1％

（6.5％）
（3.5％）
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目的別内訳

総務費
4億5,116万円

議会費
7,954万円（2.1％）

（12.2％）教育費
3億1,092万円

（15.9％）

公債費
4億4,138万円

（12.0％）

民生費
8億5,071万円

（23.0％）

（10.8％）（6.5％）

（5.4％）

（8.4％）

農林水産業費
9,597万円
（2.6％）

労働費
3,588万円
（1.0％）

災害復旧費1千円（0.0％）
諸支出金1千円（0.0％）
予備費300万円（0.1％）

土木費
5億8,523万円

消防費
2億14万円

福祉扶助（敬老祝金､福祉タクシーほか）　…
子ども安心医療扶助（中学生まで医療費無料）
すこやか育児手当（第３子以降月５千円など）
児童手当　……………………………………
予防接種・各種健診ほか　…………………

国際交流推進　…………………………………
学校生活サポート（非常勤職員）配置　……
通学バス運行　………………………………
小坂高校生徒資格取得支援　…………………
小坂キャリアアップ学習教室（週１回・計20回）
奨学資金貸付（高校生４名､大学生14名）　…
菅原ヤヱ奨学資金貸付（大学生４名）　………
中小路の館母屋屋根塗装　……………………

有機農業推進　…………………………………
バイオマスタウン推進（菜種買取等）　………
中小企業振興対策（施設整備費補助等）　…
十和田湖観光振興　…………………………
明治百年通りにぎわい創りプロジェクト事業

資源循環推進（生ごみ堆肥化推進ほか）　…

十和田湖地区デマンドタクシー運行補助等
町営バス運行（川上地区）　……………………
交通安全・防犯対策･街灯電気料　………
鹿角広域行政組合負担金（ごみ･し尿･斎場
及び消防･救急業務等の事業負担）　……
町道改良整備　……………………………
小坂町住宅リフォーム緊急支援　……………
小坂町自主防災組織活動費等補助　…………
下水道施設整備　…………………………
上水道施設整備　……………………………

「議会だより　こさか」の発行　………………
「広報こさか」の発行（月１回）　………………
みんなの地域づくり事業補助　………………

600万円
796万円
146万円

7,164万円
2,716万円

627万円
1,016万円
1,179万円
100万円
199万円
769万円
240万円
154万円

111万円
410万円

8,155万円
1,494万円

1億5,666万円

1,100万円

166万円
614万円

1,035万円

3億1,409万円
2億1,369万円

600万円
35万円

1億6,193万円
5,710万円

56万円
208万円
90万円

町民一人あたりでみると・・
人口：5,885人（平成25年３月１日現在）

商工費

一人あたり 40,561円

商工会・中小企業の支援、観光の
振興のためのお金

議会費

一人あたり 13,516円

議会の運営のために使うお金

土木費

一人あたり 99,444円

道路整備、町営住宅管理などに使
うお金

総務費

一人あたり 76,663円

電算処理・住民窓口・選挙など町
の事務に使うお金

消防費

一人あたり 34,008円

消防や救急業務のために使うお金
民生費

一人あたり 144,556円

高齢者・障害者・児童など福祉の
事務に使うお金

教育費

一人あたり 52,833円

小中学校・公民館・体育施設運営
に使うお金

衛生費

一人あたり 67,521円

検診・ごみ処理などに使うお金

公債費

一人あたり 75,001円

町の借金返済のお金
労働費

一人あたり 6,097円

地域の雇用を守るために使うお金

農林水産業費

一人あたり 16,307円

農業振興に使うお金

商工費
2億3,870万円

衛生費
3億9,736万円
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▼
第
29
回
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た

２
０
１
４
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
に
秋
田
県
及
び
県
内
全

25
市
町
村
に
よ
る「
国
民
文
化
祭
」が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
文
化
祭
は
、
国
内
最
大
級
の

文
化
の
祭
典
で
、
本
県
で
は
初
め
て

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

開
催
期
間
は
、
平
成
26
年
10
月
４

日
か
ら
11
月
３
日
ま
で
の
１
か
月
と

な
り
ま
す
。

　

小
坂
町
で
は
、
康
楽
館
を
活
用
し

た「
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
主
催

す
る
こ
と
、
開
催
期
日
を
平
成
26
年

11
月
１
日
・
２
日
と
す
る
こ
と
、
出

演
団
体
は
ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
と
し
、

全
国
公
募
に
よ
る
劇
団
の
ほ
か
に
、

東
北
地
区
の
劇
団
、
そ
し
て
地
元
の

劇
団
に
よ
る
公
演
と
す
る
こ
と
が
決

定
し
ま
し
た
。

▼
戸
籍
事
務
の
電
算
化
に
つ
い
て

　

平
成
６
年
の
戸
籍
法
の
改
正
に
よ

り
、
戸
籍
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
管
理

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
本
町
で
も
、

戸
籍
事
務
の
迅
速
性
、
正
確
性
の
確

保
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

た
め
、
昨
年
１
月
時
点
ま
で
の
戸
籍

デ
ー
タ
の
電
子
化
作
業
が
終
了
し
、

町
民
課
窓
口
に
お
い
て
電
子
化
し
た

戸
籍
に
か
か
る
証
明
書
の
発
行
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

電
子
化
し
た
戸
籍
の
件
数
は
、
異

動
分
を
除
い
て
戸
籍
数
で
４
，０
３
１

戸
籍
、
人
口
数
で
８
，９
１
２
人
、
改

正
原は
ら

戸
籍
で
２
，０
４
２
戸
籍
、
除
籍

で
１
０
，０
２
１
戸
籍
で
す
。
異
動
戸

籍
に
つ
い
て
も
、
８
月
頃
に
は
、
す
べ

て
電
子
化
が
完
了
し
ま
す
。

　

戸
籍
事
務
は
国
か
ら
の
法
定
受
託

事
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
戸
籍
デ
ー
タ

の
管
理
を
万
全
に
し
、
町
民
の
利
便
性

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

▼
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
開
始
と
小
坂
町

収
納
代
理
金
融
機
関
の
追
加
指
定
に

つ
い
て

　

町
で
は
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
開
始
し
、

５
月
に
固
定
資
産
税
と
軽
自
動
車
税
、

６
月
に
町
県
民
税
と
国
民
健
康
保
険

税
の
４
税
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
限

内
で
、
納
付
書
１
枚
の
金
額
が
30
万

円
以
内
で
あ
れ
ば
、
小
坂
町
内
の
１

店
舗
、
秋
田
県
内
で
は
３
５
１
店
舗
、

全
国
で
は
４
６
，７
７
７
店
舗
で
、
24

時
間
３
６
５
日
い
つ
で
も
時
間
帯
に

関
係
な
く
納
付
す
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
株
式
会
社
北
都
銀
行（
取
り

ま
と
め
店
舗
：
毛
馬
内
支
店
）」と「
東

北
労
働
金
庫（
取
り
ま
と
め
店
舗
：
鹿

角
支
店
）」
の
２
行
を
新
た
に
小
坂
町

収
納
代
理
金
融
機
関
に
指
定
し
、
口

座
振
替
に
よ
る
収
納
と
窓
口
納
付
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
平
成
25
年
産
米
の
生
産
数
量
目
標

に
つ
い
て

　

国
か
ら
示
さ
れ
た
秋
田
県
へ
の

平
成
25
年
産
米
生
産
数
量
目
標
は
、

昨
年
と
比
べ
０
・
６
％
の
増
と
な
る

「
４
４
６
，４
３
０
ト
ン
」
と
昨
年
に

引
き
続
き
増
加
し
、
ま
た
、
小
坂
町

へ
の
配
分
は
昨
年
に
比
べ
１
・
77
％

の
増
と
な
る
「
１
，４
４
１
ト
ン
」
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
配
分
の
結
果
を
踏
ま
え
、
農

家
の
皆
様
に
は
40
・
58
％
の
転
作
率

に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制

度
」に
つ
い
て
は
、
名
称
が「
経
営
所

得
安
定
対
策
」
に
変
更
さ
れ
、
内
容

の
大
き
な
変
更
は
な
い
よ
う
で
す
。

　

今
後
も
、
多
く
の
農
業
者
が
こ
の

制
度
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
関
係
機
関
と
と
も
に
推
進

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
平
成
24
年
の
観
光
を
め
ぐ
る
状
況

に
つ
い
て

　

小
坂
町
を
訪
れ
る
観
光
客
数
は
平

成
15
年
を
ピ
ー
ク
に
、
十
和
田
湖
畔

で
発
生
し
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
激
減
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
旅
行
で
訪
れ
た
児
童
生
徒
に

町
特
産
品
を
贈
る
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
行

っ
た
結
果
、
平
成
24
年
観
光
客
数
は
、

96
万
２
千
人
余
り
で
対
前
年
比
６
・６

％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
宿
泊
者
１
人
当
た
り
２
千

円
を
補
助
す
る
十
和
田
湖
観
光
活
性

化
宿
泊
支
援
事
業
を
５
千
５
百
人
以

上
の
方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

年
間
８
万
６
千
人
余
り
の
宿
泊
者
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
数
字
は
、
平
成

23
年
と
の
比
較
で
は
、
17
・
４
％
の

増
で
す
が
、
平
成
22
年
の
約
70
％
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
団
体
宿
泊
型
の
旅
行
形
態

か
ら
、
小
人
数
の
通
過
型
へ
観
光
形
態

が
変
化
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ま
す
。

　

町
を
滞
留
型
の
観
光
地
に
変
え
る

た
め
に
は
、
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ

と
魅
力
ア
ッ
プ
が
不
可
欠
で
す
。

　

ま
た
、
観
光
広
域
連
携
の
更
な
る

充
実
、
町
内
の
宿
泊
施
設
や
観
光
施

設
と
連
携
し
た
宿
泊
プ
ラ
ン
や
体
験

旅
行
商
品
の
開
発
、
町
民
の
お
も
て

な
し
意
識
の
醸
成
な
ど
を
通
し
て
、

現
地
密
着
型
の
観
光
振
興
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
秋
田
県
市
町
村
未
来
づ
く
り
協
働

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
明
治
百
年
通
り

に
ぎ
わ
い
創
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
策

定
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

　

秋
田
県
市
町
村
未
来
づ
く
り
協
働

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
企
画
段
階
か
ら
実

施
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ま
で
、
県
と

市
町
村
が
協
働
で
推
進
す
る
も
の
で
、

平
成
24
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
の
期

間
に
事
業
実
施
す
る
市
町
村
に
対
し
、

県
が
「
あ
き
た
未
来
づ
く
り
交
付
金
」

を
交
付
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
促
進

す
る
取
組
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
る
12
月
25
日
に
県
庁
で
開
催
さ

れ
た
あ
き
た
未
来
づ
く
り
本
部
会
議

に
お
い
て
、「
明
治
百
年
通
り
に
ぎ
わ

い
創
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
「
秋
田

県
市
町
村
未
来
づ
く
り
協
働
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
と
し
て
正
式
に
策
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
旧
小
坂
鉄
道
の
活

用
に
よ
る
「
小
坂
レ
ー
ル
パ
ー
ク
」
や

「
交
流
促
進
施
設
」
の
整
備
を
行
う
ハ

ー
ド
事
業
、「
ま
ち
な
か
観
光
」ル
ー
ト

の
構
築
や
、
十
和
田
湖
や
道
の
駅
「
こ

さ
か
七
滝
」
等
と
組
み
合
わ
せ
た
観
光

商
品
の
造
成
を
通
し
て
、
十
和
田
八

幡
平
エ
リ
ア
の
滞
留
型
観
光
拠
点
を

形
成
す
る
ソ
フ
ト
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
と
協
働
で
小
坂
川
の
景
観

整
備
や
、
隣
県
と
連
携
し
た
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
新
た
な
に
ぎ
わ

い
が
生
ま
れ
、
活
気
あ
る
町
に
発
展
す

る
よ
う
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
第
２
回
小
坂
町
議
会
が
３
月
４
日
か
ら
14
日
ま
で
の
会
期
で
開
か

れ
、
条
例
の
制
定
な
ど
49
の
議
案
が
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
町
政
報
告

と
教
育
行
政
報
告
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

▼
今
冬
の
主
要
な
ス
キ
ー
大
会
に
お

け
る
町
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の

活
躍
、
並
び
に「
小
坂
ア
カ
シ
ア
ス
プ

リ
ン
ト
大
会
」に
つ
い
て

　
「
秋
田
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
」
で

は
、
男
子
リ
レ
ー
、
女
子
リ
レ
ー
と

も
優
勝
。
個
人
で
も
畑
澤
壱
希
君
が

男
子
５
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
と
フ
リ
ー

で
優
勝
。
女
子
で
は
本
田
優
希
さ
ん

が
ク
ラ
シ
カ
ル
、
フ
リ
ー
と
も
３
位

と
な
り
、
総
合
で
は
男
女
と
も
２
位

と
な
り
ま
し
た
。

　
「
東
北
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
」で
は
、

男
子
リ
レ
ー
が
優
勝
、
女
子
も
準
優

勝
し
た
ほ
か
、
個
人
で
も
多
数
入
賞

し
ま
し
た
。
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●
条
例
制
定

◆
小
坂
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

◆
小
坂
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

◆
小
坂
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
及
び
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

◆
小
坂
町
産
業
振
興
促
進
条
例

◆
小
坂
町
町
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準

等
を
定
め
る
条
例

◆
小
坂
町
都
市
公
園
条
例

◆
小
坂
町
町
営
住
宅
等
の
整
備
基
準
を

定
め
る
条
例

◆
小
坂
町
水
道
事
業
等
布
設
工
事
監
督

者
の
資
格
基
準
等
を
定
め
る
条
例

●
条
例
の
一
部
改
正　
1₈
件

●
予　

算

︻
平
成
25
年
度
予
算
︼

︻
平
成
24
年
度
補
正
予
算
︼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

25
件

●
そ
の
他

◆
指
定
管
理
者
の
指
定　

２
件

◆
小
坂
町
小
坂
財
産
区
管
理
会
委
員
選

任
同
意

◆
秋
田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

規
約
の
一
部
変
更
の
訂
正

主
な
議
決
事
項

　
「
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
」
は
、

男
女
５
名
が
距
離
競
技
に
出
場
し
、

リ
レ
ー
が
男
子
は
４
位
、
女
子
は
５

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
は
、「
鹿
角
小
学
校
ス
キ
ー

大
会
」で
、
距
離
、
ア
ル
ペ
ン
競
技
に

お
い
て
多
数
の
入
賞
者
を
出
す
な
ど
、

小
坂
小
学
校
・
七
滝
小
学
校
と
も
に

健
闘
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
初
め
て
の
取
り
組
み
と
し

て
昨
年
12
月
23
日
に
「
小
坂
ア
カ
シ

ア
ス
プ
リ
ン
ト
大
会
」
を
陸
上
競
技

場
の
特
設
コ
ー
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。

シ
ー
ズ
ン
始
め
の
腕
試
し
に
と
北
鹿

地
区
か
ら
１
４
０
名
の
小
中
学
生
が

集
ま
り
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

▼
小
坂
町
新
総
合
教
育
エ
リ
ア
構
想

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
「
小
坂
小
学
校
大
規
模
改
修
工
事
」

は
完
成
し
、「
セ
パ
ー
ム
渡
り
廊
下
設
置

工
事
」
が
完
成
に
向
け
順
調
に
進
捗
し

て
い
ま
す
。今
年
１
月
に
は
、新
装
な
っ

た
小
学
校
校
舎
へ
の
引
越
し
が
無
事

に
終
わ
っ
て
お
り
、
春
休
み
中
に
小
坂

中
学
校
の
新
校
舎
へ
の
引
越
し
を
終

え
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　

教
育
エ
リ
ア
構
想
で
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
も
共
に
教
育
に
携
わ
っ
て

い
た
だ
く
と
い
う
方
針
が
あ
り
、
４

月
以
降
も
定
期
的
に
一
貫
教
育
の
進

捗
状
況
や
成
果
を
町
民
の
皆
さ
ま
に

発
表
す
る
機
会
を
設
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
新
総
合

教
育
エ
リ
ア
構
想
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
す
べ
て
の
工
事
が
完
了
後
、
完

成
記
念
式
典
や
見
学
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
（　
　

）は
前
職
で
す
。

●
総
務
課
付

▽
主
任　

秋
田
県
へ
の
派
遣

　

千
葉　
　

聡（
町
民
課
町
民
福
祉
班
主
事
）

▽
主
事
補

　

平
泉
舞
由
子（
新
採
用
）

　

杉
原　

圭
悟（
新
採
用
）

▽
課
長
補
佐
・
町
民
福
祉
班

　

川
口
栄
美
子（
町
民
課
町
民
福
祉

班
主
査
）

▽
課
長
補
佐
兼
七
滝
保
育
所
所
長

　

成
田
真
紀
子（
町
民
課
七
滝
保
育

所
主
査
）

●
町
民
福
祉
班

▽
主
査

　

小
舘　

俊
之（
総
務
課
付
主
任
・
秋
田

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
）

▽
主
任

　

和
田　

明
美（
町
民
課
町
民
福
祉
班
主
事
）

●
税
務
班

▽
主
任

　

工
藤　

涼
子（
町
民
課
税
務
班
主
事
）

▽
課
長
補
佐
・
観
光
商
工
班

　

木
村　

則
彦（
観
光
産
業
課
観
光

商
工
班
主
査
）

●
に
ぎ
わ
い
創
出
班

▽
主
査

　

成
田　
　

斉（
秋
田
県
か
ら
の
派
遣
）

●
農
林
班

▽
主
任

　

斎
藤　
　

豊（
観
光
産
業
課
農
林
班
主
事
）

●
建
設
班

▽
主
査

　

相
馬　

一
之（
建
設
課
建
設
班
主
任
）

▽
技
師

　

泉
山　
　

琢（
新
採
用
）

▽
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長
兼
任
命

　

成
田　

祥
夫「
総
務
課
長
と
の
兼
任
」

▽
出
納
室
長
補
佐

　

高
橋
由
美
子（
出
納
室
主
査
）

▽
事
務
局
長
補
佐

　

宮
舘　

秀
樹（
農
業
委
員
会
事
務
局
主
査
）

●
学
習
振
興
班

▽
主
任

　

立
石　

大
介（
教
育
委
員
会
事
務

局
学
習
振
興
班
主
事
）

▽
主
事

　

安
田　

隼
人（
新
採
用
）

　

児
玉　

俊
一（
会
計
管
理
者
）

　

熊
谷
し
げ
子（
町
民
課
課
長
補
佐
・

七
滝
保
育
所
所
長
）

　

木
村　

安
子（
観
光
産
業
課
課
長

補
佐
・
観
光
商
工
班
）

　

田
中　

淳
子（
町
民
課
町
民
福
祉
班
主
査
）

　

成
田　

慶
子（
七
滝
小
学
校
調
理
員
）

　

千
葉　
　

環（
総
務
課
課
長
補
佐

兼
企
画
財
政
班
長
）

【
総　

務　

課
】

【
町　

民　

課
】

【
観
光
産
業
課
】

【
教
育
委
員
会
】

【
農
業
委
員
会
】

【
建　

設　

課
】

退　

職　

者

安
田　

隼
人

　
（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
習
振
興
班
）

平
泉　

舞
由
子

　
（
総
務
課
付
）

杉
原　

圭
悟

　
（
総
務
課
付
）

小
坂
町
人
事
異
動

【
出　

納　

室
】

泉
山　
　

琢

　
（
建
設
課
建
設
班
）
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　長期間、住人が不在で管理が不十分な空き家は、近隣や通行人に危険な状態になったり、不審者の侵入等
によって火災や犯罪を誘発するおそれもあります。小坂町でも近年、空き家状態になっている建物の危険排
除に関する要請や相談が増えています。
　「小坂町空き家等の適正管理に関する条例」は、安全で安心な暮らしを実現するために、所有者等（相続人
や占有者などを含みます。）の管理義務を今一度明確にした上で、管理義務が果たされない空き家等に対して、
町が関与する手続を定めたもので、平成25年４月１日から施行されました。

●条例の骨子
　１）用語定義
　　①空き家等　　町内に所在し、常時無人状態にある建物・工作物・敷地及び空き地
　　②危険な状態　ア）老朽化や自然災害に伴う倒壊や建築資材の飛散により、人の生命、身体、財産に害

を及ぼすおそれのある状態
　　　　　　　　　イ）不特定の者が侵入し、犯罪や火災等を誘発するおそれのある状態
　　　　　　　　　ウ）ねずみ、昆虫などが繁殖し、人の生命、身体、財産、又は周囲の生活環境に害を及

ぼすおそれのある状態
　　③所有者等　　所有者、占有者、相続人、相続放棄者、財産管理人等、空き家等を管理すべき方
　２）所有者等の責務
　　　所有者等は、空き家等が危険な状態にならないよう、自らの責任で管理しなければなりません。
　３）調査
　　　町は、危険な状態にある空き家等について、所有者等の所在、危険な状態の程度等を調査できます。
　４）助言・指導、勧告、命令
　　　町は、空き家等が危険な状態にあると認めたときは、所有者等に対して改善を助言指導、勧告、命令
できます。

　５）公表
　　　町は、命令に基づく改善を行わない所有者等の氏名、住所、空き家等の所在地、命令の内容などを公
表できます。

　６）代執行
　　　町は、命令に基づく改善が行われず、その不履行を放置することが著しく公益に反すると認めるとき
は、行政代執行法に基づいて代執行を行い、その費用を命令を受けた者から徴収することができます。

　町では、所有者が空き家の賃貸及び売却を希望される場合に、その情報を登録・周知し、利用希望者から
照会があった場合に所有者へお知らせしています。
　情報登録は無料です。ぜひ、ご利用ください。

「空き家情報」に登録しませんか！

・空き家等が危険な状態にあることを知ったときは、町へお知らせください。◎町民の皆さんへ

・敷地、建物内に他人が勝手に出入りすることがないように、施錠などを行ってください。
・屋根、外壁、窓、ドアなどの破損は、不審者侵入や資材飛散の原因になります。修理等を行ってください。
・雪下ろし、草刈りなども定期的に行ってください。
・ご近所や自治会などに連絡先を伝えておくことや、業者等への管理依頼も検討してください。

◎空き家等の所有者の皆さんへ

◎お問い合わせ先　総務課　企画財政班（TEL29－3907）

お問い合わせ先　総務課　総務管財班（TEL29－3901）

　空き家は、所有者等が管理する財産です。管理不全が原因で他人に損害を与えて
しまったときは、損害賠償を求められる場合があります。※適正な管理を！
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−身近な話題をお知らせください。

　ポークランドグループが、第18回環境保全型農
業推進コンクールにおいて全国63事例の応募の中
からみごと大賞（農林水産大臣賞）を受賞しました。
　ポークランドグループは町が推進する循環型農業
と農業の６次産業化を実践し、町の農業振興に大き
な役割を果たしていただいており、今回その取組が
評価され大賞を受賞したことは、町としても大変喜
ばしいことです。　
※環境保全型農業推進コンクールとは
  環境保全型農業で経営や技術の改善に取り組み、
地域社会の発展に貢献している農業者・団体を表彰
するもので、平成７年から毎年実施されています。

第18回環境保全型農業推進コンクール

ポークランドグループが大賞受賞
３月４日から運行が始まりました

路線バス「上向七滝線」
　３月４日から、豊口タクシーが従来運行していた

「鳥越線」の区間が延長され（起点・終点は七滝公民
館とあかしあ荘）、上向・七滝地区の一部を経由す
る「上向七滝線」の運行が始まりました。
　町では、町内に点在する公共交通空白地域の解消
に向けた取り組みを進めており、この路線は一部の
自治会等と協議を重ね、同タクシーの協力により実
現したものです。
　運賃は200円から400円で、お得な回数券も用意
されています。
　皆様どうぞご利用ください。

持ち家住宅の増改築・リフォーム工事を応援します！

15％・15万円を補助！

工事費の

秋田県の事業と合わせてご利用できます

最大

・リフォーム等工事費（消費税等含む）が10万円以上であ
ること。

・町内に本店を有する法人、または町内に住所を有する個
人事業主で、町に登録している業者が施工すること。

【補助対象工事】 【補助事業の期間】
平成26年３月31日まで
【お問い合わせ先】
建設課建設班（TEL29－3910）

あきた安全安心住まい推進事業

①住宅リフォーム推進事業
②住宅用太陽光発電システム普及支援事業
③家庭用高効率給湯器等買換支援事業
④「秋田杉の家」普及促進事業

対象者及び対象住宅、その他詳細については県ＨＰ、
下記または鹿角地域振興局へお問い合わせください。
県建築住宅課（TEL018－860－2561）

　地域経済活性化や町民の居住環境向上を目的に、町では町内業者による増改築及びリフォーム工事を行った
方に補助金を交付します。
　前年度までに補助を受けた方でも、工事箇所又は工事内容が異なり、補助金額合計が15万円までであれば
申し込むことが可能です。

【助成内容】工事費の一部を補助します
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生涯学習だより小坂公民館上向分館(事務局　交流センター「セパーム」内）
小坂公民館十和田分館(☎0176−75−2736）

　

３
月
21
日
、
セ
パ
ー
ム
で「
平
成

24
年
度
小
坂
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
授
与

式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
31
個
人
・

９
団
体
が
表
彰
さ
れ
、
受
賞
者
を

代
表
し
て
小
坂
中
学
校
の
千
葉
格

さ
ん
が「
町
民
と
し
て
の
誇
り
を
持

ち
、
全
県
・
全
国
で
も
活
躍
で
き

る
よ
う
努
力
す
る
」
と
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の

方
々
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
奨
励
賞
】（
所
属
・
競
技
種
目
）

●
小
学
生　

個
人
の
部

　

栗
山　
　

穣（
小
坂
小
・
陸
上
）

　

大
島　

未
来（
小
坂
小
・
陸
上
）

　

杉
澤　
　

龍（
小
坂
小
・
陸
上
）

　

田
島　

舞
菜（
小
坂
小
・
陸
上
）

　

小
堀　

渓
太（
小
坂
小
・
陸
上
）

　

高
嶋　
　

海（
小
坂
小
・
ス
キ
ー
）

●
中
学
生　

個
人
の
部

　

木
村　

優
大（
小
坂
中
・
ス
キ
ー
）

　
佐
々
木
く
る
み（
小
坂
中
・
陸
上
）

　

中
島　

花
菜（
小
坂
中
・
陸
上
）

　

秋
本　

里
菜（
小
坂
中
・
陸
上
）

　

杉
本　

茉
由（
小
坂
中
・
卓
球
）

　

成
田　

佳
菜（
小
坂
中
・
ス
キ
ー
）

　

澤
田　

真
央（
小
坂
中
・
ス
キ
ー
）

●
小
学
生　

団
体
の
部

　

小
坂
小
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
小
坂
小
陸
上
競
技
女
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム

●
中
学
生　

団
体
の
部

　

小
坂
中
女
子
卓
球
部

　
小
坂
中
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

小
坂
中
男
子
ス
キ
ー
部

　

小
坂
中
女
子
ス
キ
ー
部

【
栄
光
賞
】

●
小
学
生　

個
人
の
部

　

畑
沢
伊
風
希（
七
滝
小
・
ス
キ
ー
）

　

澤
田　

羽
夏（
七
滝
小
・
ス
キ
ー
）

　

本
田　

千
佳（
小
坂
小
・
ス
キ
ー
）

　

花
岡　

真
衣（
小
坂
小
・
ス
キ
ー
）

●
中
学
生　

個
人
の
部

　

本
田　

優
希（
小
坂
中
・
ス
キ
ー
）

　

目
時　

耀
介（
小
坂
中
・
ス
キ
ー
）

　

千
葉　
　

格（
小
坂
中
・
陸
上
）

●
高
校
・
一
般　

個
人
の
部

　

田
澤　

陽
太（
鳳
鳴
高
・
陸
上
）

　

木
村　

駿
汰（
小
坂
高
・
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
・
陸
上
）

　

佐
藤　

松
子（
更
望
園
・
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
・
陸
上
）

　

川
畑　

征
義（
更
望
園
・
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
）

　

堀
内　

祐
冶（
比
内
養
護
・
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
・
陸
上
）

　

亀
田　

真
優（
花
輪
高
・
陸
上
）

　

中
村　

和
司（
秋
田
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
・

ス
キ
ー
）

　

成
田　

巨
樹（
小
坂
製
錬
・
ス
キ
ー
）

　

月
居　

克
夫（
小
坂
高
教
員
・
ス
キ
ー
）

●
中
学
生　

団
体
の
部

　

小
坂
中
女
子
ス
キ
ー
部

　

小
坂
中
男
子
ス
キ
ー
部

●
一
般　

団
体
の
部

　
小
坂
町
老
人
ク
ラ
ブ
小
坂
ア
カ
シ
ア

チ
ー
ム（
８
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

【
特
別
栄
光
賞
】

●
中
学
生　

個
人
の
部

　

畑
澤　

壱
希（
小
坂
中
・
ス
キ
ー
）

【
功
労
賞
】

●
一
般　

個
人
の
部

　

石
垣
む
つ
子（
町
老
連
・
バ
レ
ー
）

　昨年秋から冬季休業していた陸上競技場、野球場、
中央公園、テニスコート等の野外体育施設について、
４月中旬より利用を開始します。ただし、天候等の事
情により変更する場合もあります。
◆団体利用について
　予約一覧表を確認のうえ、３日前までにセパーム
事務室へお申し込みください。テニスコートについて
は、セパーム内の券売機で利用券を購入し事務室へ
提出してください。
◆利用にあたっての注意
　中央公園内への自動車、バイク等の乗り入れは禁
止です。なお、荷物の搬入等で乗り入れる場合は事前
に許可を受け、搬入後は速やかに所定の駐車場へ移
動してください。
◆使　用　料
　○野　球　場　一般700円（平日・１時間あたり）
　○テニスコート　一般230円（平日・１時間あたり・１面）
※利用料金の詳細についてはお問い合わせください。

 ３月23～24日の２日間にわたり、芝居の殿堂康楽館
で第10回北の演劇祭が開催されました。今回は三種町
の「三種ミュージカル実行委員会」と鹿角市の「演劇
を楽しむ会」の２つのアマチュア劇団のほか、青森県
八戸東高校、地元の「黒子座」「黒子座きっず」の５団
体が出演。それぞれ趣の違う芝居を熱演し、笑いあり
涙あり、康楽館は２日間とも大盛況となりました。

申込み・お問い合わせ先　教育委員会学習振興班（TEL29-2069）
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生涯学習だより 交流センター「セパーム」・小坂公民館(☎29−2069）
川上公民館(☎29−2344）　七滝公民館(☎29−3411）

》

　４月16日から子ども教室が始まります。昨年と利用
日が変わりますのでご注意ください。活動は主にセパ
ームで行います。

★活動日は？
　　火曜日と木曜日、第２水曜日（４年生以上）
　　　・・・平日は午後５時まで。
　　第１土曜日、第３土曜日、夏休み・冬休みの指定
する日。

★活動内容は？
　　毎月発行するおたよりでお知らせします。

★準備する物は？　
　　内ズック、その他活動内容により、お知らせしま
す。

　３月26日（火）、「小坂町老壮大学」の平成
24年度閉校式をセパームで開催しました。
　１年間の学習の報告と各証の授与が行わ
れ、修 了 証・
皆勤証、特別
賞など延べ
169名が表彰
されました。

　平成25年度社会教育関係団体の認定申請を受
け付けします。対象は、社会教育・生涯学習に関
する事業展開を主たる目的として活動している
団体で、一定の組織機構（原則として10人以上の
会員）であることが条件です。
　認定団体になると、公民館等の使用料減額や
免除などの措置が受けられます。希望する団体
は、セパームで申請書をお渡ししますので、必要
事項をご記入のうえ、５月10日（金）までに提出
してください。

●アリーナについて
　４月から、セパームアリーナ（体育館）は小坂中学校体育館として利用されています。
　一般の方は、平日が午後７時、土日祝日が午後１時から利用できます。利用方法の詳細は、
３月広報をご覧ください。
　また、平日上記時間以外は、向陽体育館（旧中学校体育館）をご利用ください（要予約）。
　利用に関するお問い合わせ、予約はセパーム事務室（TEL２９－２０６９）まで。

●ロビーについて
　小学生はロビーを利用できません。学校帰りの待ち時間などは、子ども教室を開放してい
ますので、事務室に声をかけてから、利用しましょう。
　また、公衆電話での長電話や他の利用者への迷惑となるような行為はご遠慮ください。



生涯学習だより図書館(☎29−2207）
郷土館(☎29−4726）
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◆
ぼ
く
た
ち
の　

笑
顔
で
つ
な
が
る　

世
界
の
輪（
七
滝
小
６
年　

安
保　

朔
良
）《
入
選
》　

◆
あ
い
さ
つ
で　

笑
顔
の
花
を　

さ
か
せ
よ
う（
七
滝
小
６
年　

目
時　

璃
久
）《
入
選
》

「 展示の見どころガイドツア－」
　◇５月25日（土）午後１時30分から（約30分）
　　※入館チケットをご購入ください

◇期日　５月25日（土）
◇会場　旧工藤家中小路の館

　当会では新会員を募集しています。興味の
ある方は、お気軽に見学にいらしてください。

郷土館友の会総会開催郷土館友の会総会開催

　テレビがなかった時代の子どもたちの楽しみのひとつだった紙芝
居を図書館前で行います。参加無料です。お子さんを連れてぜひいら
してください。
　　［出演］おはなしぼっくす　と　ピエロちゃん

〈開催日時〉４月20日（土）
　　　　午前10時30分から
〈対象〉幼児から小学校低学年、保護者

開催日時　４月29日（月・昭和の日）
　　　　　　　午前10時30分から（約30分）

●
技
術
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
電
気
部
）

　

２
月
18
日（
月
）、
マ
リ
ア
園
園

児
の
故
障
し
た
お
も
ち
ゃ
を
修
理

し
返
却
し
ま
し
た
。
電
気
部
で
は

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
を
製
作
し
、
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
お
も
ち
ゃ
修
理
に
も

生
か
し
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が

電
気
回
路
基
板
の
故
障
で
、
非
常

に
細
か
い
作
業
を
要
し
ま
し
た
が
、

お
も
ち
ゃ
を
受
け
取
っ
た
園
児
の

喜
ぶ
姿
に
生
徒
達
は
達
成
感
を
感

じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

今
後
も
技
術
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

通
し
、
技
術
の
向
上
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
の
継
続
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

●
鹿
角
国
体
補
助
員

　

２
月
16
日（
土
）か
ら
２
月
19
日

（
火
）ま
で
、
花
輪
ス
キ
ー
場
に
お
い

て
、鹿
角
国
体
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
校
か
ら
も
補
助
員
と
し
て
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
卓
球
部
、
野

球
部
、
サ
ッ
カ
ー
部
、
陸
上
部
か
ら

約
50
名
の
生
徒
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

天
候
の
悪
い
日
も
あ
り
ま
し
た

が
、
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
を
目
の
当

た
り
に
し
、
緊
張
し
な
が
ら
も
作
業

に
従
事
し
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
良

い
機
会
に
、
各
運
動
部
と
も
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
卒
業
式
挙
行

　

３
月
３
日（
日
）、
第
96
回
卒
業
証

書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
67
名
が
学
舎

を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

卒
業
生
は
涙
を
見
せ
な
が
ら
も
、

高
校
生
最
後
の
校
歌
を
か
み
し
め
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
実
社
会
で

頑
張
っ
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し
て
い

ま
す
。

●
４
月
・
５
月
の
日
程

４
月
21
日（
日
）　　

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

４
月
27
日（
土
）　　

体
育
祭

５
月
９
日（
木
）

　
　

～
12
日（
日
）　

県
北
総
体

５
月
21
日（
火
）

　
　

～
23
日（
木
）　

一
次
考
査

着図書 ※（　）の中の数字は分類番号です

※「小坂町ホームページ」で当館の蔵書検索ができます

新
文　学
■女子会川柳「調子どう？」（911）
■蘭陵王の恋／平岩弓枝（913）
■結婚家族／渡辺淳子（913）
■何者／朝井リョウ（913）
■笑うハーレキン／道尾秀介（913）
■55歳からのハローワーク／村上龍（913）

実用書
■生き方／稲盛和夫（159）
■新編はじめてのニーチェ（134）
■東北発！女性起業家28のストーリー（612）
■プロメテウスの罠３（543）
■それでもわが家から逝きたい（369）

小学生の春休みの本
■ピアノはっぴょうかい（Ｅ）
■世界の果ての魔女学校（Ｋ9）
■かいけつゾロリ　なぞのスパイとチョコレート（Ｋ9）
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○ほっとりあ正面入口　　○川上公民館玄関
○役場正面入口　　　　　○大川岱ごみ集積所
○セパーム正面入口　　　○休平自治会館玄関
○ゆーとりあ正面入口

　生後３ヶ月以上の犬が対象です。狂犬病予防注射は飼い主の義務ですので、毎年必ず受けさせてください。
ペット病院等で受けた場合は、病院が発行する「注射済証」をゆーとりあに提出してください。
　また、犬の登録は生涯に一度だけする必要がありますので、鑑札があるかどうか確認してください。登
録した犬が亡くなった場合もゆーとりあへ届出ください。
　土・日の接種となります。最寄りの場所で都合の悪い場合は、他の場所で接種してください。

５月11日㈯

５月12日㈰

９:00～９:20
９:35～９:50
10:00～10:20
10:40～10:50
11:05～11:20
11:30～11:45
12:00～12:15
12:30～13:10
９:00～９:20
９:35～９:55
10:10～10:30
10:50～11:10
11:25～11:45
12:00～12:15
12:30～13:10

時　　間 場　　　所月　　日 時　　間 場　　　所月　　日
ほっとりあ
大地会館前
上川原会館前
鴇生活センター前
鳥越会館前
子坂、雨池
赤坂入口交差点前
旧七滝小学校
細越会館前
古苦竹広場
渡ノ羽公園
けやき宿舎駐車場
鏡得寺前
大生手
役場前

５月18日㈯

５月19日㈰

９:00～９:15
９:30～９:40
９:55～10:10
10:20～10:35
10:50～11:05
11:20～11:35
11:55～12:05
12:20～13:00
９:00～９:20
９:40～９:55
10:30～10:50
11:10～11:30
11:45～12:00
13:15～14:00

野口入口
若木立墓地前
八九郎
あすなろ前
野口会館前
余路米会館前
砂子沢会館前
濁川会館前
あけぼの・五十嵐理容店前
藤原橋前
休平会館前
大川岱・大森ショップ前
銀山・滝ノ沢方面
ゆーとりあ駐車場

　中央地区で収集している生ごみを出す生ごみ処理
容器（バケツ）も斡旋します。

１．生ゴミ処理器（屋外用）
　　8,300円（町補助4,100円　個人負担4,200円）
　　※発酵促進剤（１㎏:１年分）1,300円

２．生ゴミ発酵用容器（屋内用）
　　2,600円（町補助1,300円　個人負担1,300円）
　　※ＥＭボカシ（500ｇ）850円

３．生ゴミ処理容器（バケツ）
　　1,850円（町補助はありません）
４．申込締切　４月26日㈮
５．配達予定日　５月中旬予定

　廃蛍光管は指定場所へお出しください。
　収集日以外は受け付けませんのでご注意ください。

　　収集日＝4月21日（日）
廃蛍光管の出し方
　①テープの巻き付けはしないでください。
　②蛍光管を入れた箱や袋は持ち帰ってください。
　③割れないように収集用の箱に入れてください。
　④電球やハロゲン球及び照明器具は出さないでください。
　⑤朝８時30分までに出してください。

　小坂町全域の収集を行います。各自治会のルールに従い朝８時まで指定場所に出してください。
　収集する種類は指定されておりますので、鹿角広域行政組合から配布されているチラシを確認ください。

収集場所

収集日＝５月５日（日）
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お
父
さ
ん
か
ら

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
大
好
き

で
す
。
し
っ
か
り
歯
み
が
き

し
て
む
し
歯
に
注
意
し
ま
す
。

安保星
せい

羅
ら

さん
（万谷上）

お
母
さ
ん
か
ら

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
大
好
き

な
絢
音
。
こ
れ
か
ら
も
歯
み

が
き
が
ん
ば
ろ
う
ね
！

山口絢
あや

音
ね

さん
（螢）

お
母
さ
ん
か
ら

　

甘
い
物
が
大
好
き
だ
け

ど
、
毎
日
歯
み
が
き
が
ん
ば

ろ
う
ね
！

中村蜜
み

桜
お

さん
（濁川）

お
母
さ
ん
か
ら

　

お
菓
子
大
好
き
で
も
毎
日
歯

み
が
き
が
ん
ば
っ
て
ま
す
！
こ

れ
か
ら
も
が
ん
ば
ろ
う
ね
！ 坂本　凛

りん

さん
（岩沢）

お
母
さ
ん
か
ら

　

歯
み
が
き
苦
手
だ
け
ど
い
つ
も

が
ん
ば
っ
て
み
が
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
ろ
う
ね
！ 木村凪

なぎ

琉
る

さん
（藤倉団地）

①特定健診・後期高齢者健診・胸部総合検診
　大腸がん検診・胃がん検診

③胃がん検診

６月16日㈰、６月23日㈰、９月29日㈰

★詳しくは、毎戸配布（５月中旬予定）されるチラシをご覧ください。

６月10日㈪～13日㈭
④子宮がん検診・卵巣腫瘍検診・乳がん検診

※７月24日㈬は骨粗しょう症検診も実施
※10月30日㈬は乳がん検診のみ実施

７月10日㈬、24日㈬、９月18日㈬、10月30日㈬
②特定健診・胸部総合検診・大腸がん検診
５月27日㈪～31日㈮、６月５日㈬～７日㈮

10,000円

11,500円

11,000円

12,500円

35,000円

44,765円

39,100円

48,100円

総合健診
（特定健診、胃がん・肺がん・大腸がん検診他）

５月13日～ 24日
５月29日～ 31日
（土日を除く）
１日１～３名／ 22名
６月５日㈬　　

／ 17名
６月19日㈬　　

／ 17名

上記に
子宮がん・乳がん（マンモ含む）検診
総合健診
（特定健診、胃がん・肺がん・大腸がん検診他）
上記に
子宮がん・乳がん（マンモ＋超音波含む）検診

個人負担額費用総額内　　　　容実施月／募集人数医療機関

かづの厚生病院
　　　　　　（鹿角市）

秋田県総合保健センター
　　　　　　（秋田市）
＊送迎あり
朝５時30分小坂出発

お
父
さ
ん
か
ら

　

毎
日
き
ち
ん
と
継
続
し
て

い
き
た
い
で
す
。

安保陽
ひ

葵
なた

さん
（万谷上）

４月25日㈭
８:30～９:10　消防署小坂分署
９:30～10:20　タナックス
10:50～11:30　マックスバリュ小坂店
12:10～13:00　小坂ワークス
14:30～16:00　カミテ
　　　　　　　十和田エンジニアリング

お
母
さ
ん
か
ら

　

チ
ョ
コ
大
好
き
！
こ
れ
か

ら
も
歯
み
が
き
が
ん
ば
ろ

う
！

木村壬
み

琴
こと

さん
（北あけぼの）

お
母
さ
ん
か
ら

　

た
ま
に
朝
歯
み
が
き
忘
れ

ち
ゃ
う
け
ど
、
夜
は
し
っ
か

り
が
ん
ば
っ
て
ま
す
！

本田龍
りゅう

之
の

介
すけ

さん
（東渡ノ羽）
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「この頃・・・思うこと・・・」
　「子どもは親の背中を見て育つ」・・・親の言動や姿
を参考に子どもは育つ、まさに日本人らしい教育表現
だと感じます。
　日本は、世界でもトップクラスの勤勉な国だと言え
ると思いますが、その中で、今までとは違ったライフ
スタイルを選ぶ人が増えてきています。「ワーク・ラ
イフ・バランス」（仕事とプライベートの時間の調和）
という習慣が浸透してきているのではないかと思いま

す。この背景には、女性がもっと働くようになり、従
業員のプライベートが充実していると仕事をより合理
的にさせることができるという欧米社会から生まれた
スタイルです。皆さんも耳にしたことがあると思いま
すが、育児に積極的に関わる男性「育メン」は夫婦共
働きが主流となった今、率先して家事や子育てに協力
し、夫婦お互いの時間を尊重しあう、まさにこの「ワー
ク・ライフ・バランス」
を表現する一例だと思い
ます。この新しいスタイ
ルで今後、日本の社会は
どう進んでいくのか私に
とっては興味津々なとこ
ろです。
　仕事や子育ては各家庭
それぞれ違いますが、「子
どもは親の背中を見て育
つ」というこのことわざ
の幅が、さらに広がって
いきそうですね。

■募集期間・応募先
　５月９日㈭までに「出店申込書」に記入のうえ、
　かづの商工会小坂支所へ申込みください。
■主な応募資格
　・町内在住者　・秋田県街商協会会員でない者
　・飲食に係る出店者で食品衛生法により保健所
へ臨時営業許可申請をした者

■出店料
　テント１張り（360㎝×540㎝）2,500円
【申込・お問い合わせ先】
　　　かづの商工会小坂支所（TEL 29－2378）

《対象者》
　大館市、鹿角市及び小坂町在住の方。

《内　容》
　１．用務について
　　　①エコタウン関連施設等の概要説明をし

ます。
　　　②見学者をエコタウン関連施設に案内し、

現地で説明を行います。
　２．案内時間について
　　　見学者の受入は週２～３回程度、案内時

間は１～３時間ほどです。
　３．案内人研修について
　　　案内人研修を受講していただきます。
　４．案内マニュアルについて
　　　案内用のマニュアルを配布します。
　５．案内地域について
　　　大館市在住の方は主に大館地区のエコタ

ウン関連施設を、鹿角市・小坂町在住の
方は主に小坂地区のエコタウン関連施設
を案内します。

　６．その他
　　　交通費等の実費分を支給します。

▽イベントボランティア
　　　　　　申込締切５月９日㈭
■内容　フワフワトランポリン、バッテリーカー
　　　　スーパーボールすくい等での受付管理
■時間　午前９時～午後４時の中で都合の良い時間帯

▽ステージイベント出演者
　　　　　　申込締切４月25日㈭
【申込・お問い合わせ先】
　　　アカシアまつり実施委員会事務局
　　　　（観光産業課観光商工班内 TEL 29－3908）

露店出店者

ボランティア・ステージイベント出演者

〈申込・お問い合わせ先〉
　一般財団法人　秋田県資源技術開発機構

金属鉱業研修技術センター内
TEL0186－29－3100（ ）
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※１日８時間労働とし超過時間は別払いとする。（秋田県最低賃金654円）
※パートタイマー「時間給」については、作業労働賃金（協定賃金）を８時間で割り１時間の額とする。
※５アール未満の区画圃場は未整理田とする。　※交通費は実費払いとする。　※消費税込みとする。

（単位：円）

水田耕起

代かき

畦塗り

溝切り

箱苗代金

肥料散布

動力噴霧

ラジコンヘリコプター

機械田植え

機械田植え

（側条施肥）

直播き播種（側条施肥）

田一般作業

畑耕起

整理田

未整理田

整理田

未整理田

仕上げ苗

芽だし苗

整理田

未整理田

整理田

未整理田

整理田

平うち

畝立て

10ａ

10ａ

100ｍ

10ａ

１箱

10ａ

10ａ

10ａ

10ａ

10ａ

10ａ

８時間

10ａ

4,500

5,000

5,000

5,500

4,000

1,000

630

294

1,000

1,000

1,000

5,000

5,500

6,000

6,500

4,000

6,000

3,700

2,000

10株間隔に１本の割合

混合別払い、２種類以上は500円増し

苗なし、補助員なし

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

稲手刈り、除草、薬剤散布

平うち含めず

備　　考25年度協定賃金作業単位区　分作業名
畑深耕

畑一般作業

バインダー

コンバイン

ハーベスタ

籾乾燥

籾摺り

色彩選別機

精米

稲わらロール梱包

　摘果

　袋かけ

　収穫

ロータリー

プラウ

整理田

未整理田

整理田

未整理田

ソバ・菜種・大豆

ハサがけ

生籾

半乾籾

うるち

もち

１梱包20㎏

男女共

10ａ

８時間

10ａ

10ａ

10ａ

60㎏

60㎏

60㎏

60㎏

10ａ

８時間

17,000

10,000

5,300

6,100

6,700

15,500

16,500

8,000

4,800

1,400

550

550

500

800

1,000

4,000

5,300

5,300

5,300

春～秋作業

結束ひも付

刈り取り

生は2,000円増

運搬含まず

通常作業時

備　　考25年度協定賃金作業単位区　分作業名

果　

樹

結束ひも実費、倒伏割増（30％
～50％倒伏の場合は、30％増）
運搬別払（運搬費1,000／10ａ）

（玄米）25％以上は50円
増し、籾水分17％基準、
1％増す毎に250円加算

標準梱包に満たない場合、割増

「道の駅・こさか七滝」内　ハートランドマーケット
TEL／ FAX 29－２７３３（午前9時～午後4時）

　「道の駅・こさか七滝」の七滝農産物販売施設（ハー
トランドマーケット）を運営する七滝産直運営協議
会の会員を募集します。
◇参加要件
　町民・町内の事業所及びグループ等
　（要件詳細はお問い合わせください）
◇販売できる品目
　１．農産物（町内産であること）
　２．山菜（町内産であること）
　３．加工食品（町内産の原料を使用すること）
　４．菓子類（町民及び町内事業所が製造したもの

であること）
　５．手芸・工芸品（町民及び町内事業所が製造し

たものであること）
　６．上記以外で産直運営組織が承認したもの
　※上記は関連する法令等（食品衛生法等）を遵守し
て生産されたものでなければ取扱いできません。

平成25年４月１日より実施

　小坂町普通共用林野運営連絡協議会では、「竹
の子山入林料徴収員」を募集しています。

■募集人員　　若干名
■募集期間　　４月22日㈪～ 30日㈫
■勤務期間　　５月中旬～６月中旬
　　　　　　  （タケノコの生育状況による）
■勤務時間　　午前４時～午後３時
■勤務条件（※要自動車普通免許）
　　　　　　　町内在住で心身ともに健康な方。
　　　　　　　経験者歓迎。
■申込・お問い合せ先
　　　　　　　農林班（TEL29－３９１２）へ
　　　　　　　履歴書を郵送または持参し提出
　　　　　　　受付時間：午前８時30分～午後５時
　　　　　　　　　　　　（土日祝日を除く）

お問い
合わせ先
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お
知
ら
せ

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で

す
。
期
間
中
は
、
火
災
予
防
巡
回
、

消
防
団
器
具
置
場
機
械
器
具
点
検
等

を
行
い
ま
す
。

◆
期
間

　

４
月
13
日（
土
）ま
で

　

午
前
７
時
と
午
後
７
時
に
サ
イ
レ

ン
吹
鳴
、
午
後
７
時
に
打
鐘
。

　

秋
田
県
と
県
内
市
町
村
で
構
成
さ

れ
る
秋
田
県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

が
、
今
後
さ
ら
に
５
年
間
、
地
方
税

の
未
納
縮
減
に
努
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

滞
納
整
理
機
構
と
は
、
平
成
22
年

度
に
県
と
市
町
村
が
協
力
し
て
、
個

人
住
民
税
を
は
じ
め
と
す
る
市
町
村

税
の
滞
納
整
理
を
推
進
す
る
等
の
目

的
で
設
置
し
、
不
動
産
、
自
動
車
、

給
与
、
売
掛
金
等
を
差
押
え
す
る

等
、
厳
正
な
滞
納
処
分
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
19
市
町
村
か
ら

１
，１
９
２
件
、
11
億
２
，６
８
９
万

円
の
処
理
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ご
家
庭
で
読
み
終
わ
っ
た
絵
本
、

眠
っ
て
い
る
絵
本
等
が
あ
り
ま
し
た

ら「
ス
ギ
ッ
チ　

リ
サ
イ
ク
ル
文
庫
」

へ
ご
寄
贈
く
だ
さ
い
。

　

ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
絵
本
は
、
配

布
を
希
望
す
る
幼
稚
園
や
保
育
所
等

で
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

◆
回
収
対
象

　

乳
幼
児
向
け
・
小
学
校
低
学
年
向

け
の
絵
本（
再
利
用
に
耐
え
ら
れ
る

も
の
）

◆
回
収
期
間　

通
年

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

県
総
合
政
策
課
県
民
読
書
推
進
班

（
TEL��
０
１
８
︱
８
６
２
︱
５
２
０
０
）

　

全
国
健
康
保
険
協
会（
協
会
け
ん

ぽ
）は
、
主
に
中
小
企
業
に
お
勤
め

の
従
業
員
と
そ
の
ご
家
族
が
加
入
す

る
健
康
保
険
で
す
。
平
成
25
年
度
の

健
康
保
険
料
率
は
10
・
02
％
、
40
歳

か
ら
64
歳
の
方
に
対
す
る
介
護
保
険

料
率
は
１
・
55
％
で
据
え
置
き
と
な

り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

全
国
健
康
保
険
協
会
秋
田
支
部

（
TEL��
０
１
８
︱
８
８
３
︱
１
８
４
１
）

ス
ギ
ッ
チ　
リ
サ
イ
ク
ル
文
庫

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
の
お
知
ら
せ

秋
田
県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

設
置
期
間
延
長
の
お
知
ら
せ

情
報

春
の
火
災
予
防
運
動

「
消
す
ま
で
は

　

出
な
い
行
か
な
い　
離
れ
な
い
」

　小坂小学校の改修、小坂中学校の新築、交流セ
ンターセパームへの渡り廊下完成を記念して、竣
工記念式典と見学会を開催します。
　新総合教育エリア構想により生まれ変わった施
設をぜひご覧ください。

［開 催 日］　４月20日（土）
　　・見学会　午前10時から午後４時
　　・竣工式（学校内渡り廊下入口）　午前11時

［受付場所］　校舎昇降口

［見学に際してのお願い］
　上履きをご持参ください。また、駐車・駐輪の際
はセパームをご利用くださるようお願いします。

※新校舎は生徒たちが大切に使います。汚したり
傷つけたりしないようご注意願います。

お問い合わせ先　教育委員会総務班（℡29－２３４２）

₃月分 町長交際費をお知らせします
【計11件　58,000円】

香典　１件

十和田湖樹海農園総会懇親会

北前船寄港地フォーラム�in�庄内
　　歓迎レセプション

第29回国民文化祭・あきた2014開催を祝う
　　県民フェスティバル公演懇親会

小坂町共用林野協議会総会懇親会

消防功労者表彰伝達式祝賀会

小坂あきぎん会会長送別会

荒川自治会総会懇親会

万谷自治会年次総会懇親会

十和田八幡平観光物産協会解散
　　及び任意団体設立総会懇親会

秋田広域農業共済組合合併調印式祝賀会

10,000円

3,000円

6,000円

5,000円

3,000円

5,000円

12,000円

3,000円

3,000円

3,000円

5,000円

　

平
成
25
年
４
月
以
降
に
送
付

さ
れ
る
納
付
書
か
ら
、
町
税
が

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
休
日
や
夜
間
な
ど

時
間
帯
に
関
係
な
く
納
付
で
き

ま
す
。

※
コ
ン
ビ
ニ
で
取
り
扱
う
こ
と

が
で
き
な
い
納
付
書

　

・
納
期
限
が
過
ぎ
た
も
の

　

・
バ
ー
コ
ー
ド
が
無
い
も
の

　

・
納
付
金
額
が
30
万
円
を
超

え
る
も
の

　

・
金
額
を
訂
正
し
た
も
の

　

口
座
振
替
は
一
度
手
続
き
す
る

と
自
動
更
新
さ
れ
ま
す
の
で
、
町

税
・
保
険
料
・
上
下
水
道
使
用
料

等
の
お
支
払
い
に
便
利
で
す
。

︽
取
扱
町
税
︾

　

町
県
民
税

　

固
定
資
産
税

　

軽
自
動
車
税

　

国
民
健
康
保
険
税

４
月
か
ら
町
税
の

コ
ン
ビ
ニ
収
納
を

　
　
　
　
　

開
始

北
都
銀
行
と
東
北
労
働
金
庫
で

口
座
振
替
・
窓
口
納
付
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
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お
知
ら
せ

　

金
融
円
滑
化
に
関
す
る
相
談
窓
口

を
設
置
し
ま
し
た
。
企
業
の
借
入
れ

や
返
済
に
つ
い
て
の
助
言
や
、
経
営

改
善
、
事
業
再
生
に
関
す
る
支
援
策

等
も
説
明
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
財
務
事
務
所　

相
談
ダ
イ
ヤ
ル

（
TEL
０
１
８
︱
８
６
６
︱
７
１
１
７
）

　

解
雇
や
労
働
条
件
を
め
ぐ
る
労
働

者
個
人
と
事
業
主
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
、
話
し
合
い
で
の
解
決
を
お

手
伝
い
し
ま
す
。
利
用
無
料
、
労
働

者
・
事
業
主
ど
ち
ら
か
ら
で
も
申
請

で
き
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
労
働
委
員
会
事
務
局

（
TEL
０
１
８
︱
８
６
０
︱
３
２
８
４
）

◆
開
催
日

▽
８
月
31
日（
土
）

　

陸
上
競
技
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
等

▽
９
月
７
日（
土
）

　

水
泳
、
卓
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
等

◆
申
込

　

４
月
22
日（
月
）よ
り
、
市
町
村
の

障
害
福
祉
担
当
課
に
て
申
込
関
係
書

類
の
配
布
を
開
始
し
ま
す
。

※
申
込
締
切
：
５
月
31
日（
金
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

（
TEL
０
１
８
︱
８
６
４
︱
２
７
５
０
）

　

陶
芸
に
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◆
活
動
日　

６
月
～
10
月

　
　
　
　
　

毎
週
水
・
土

◆
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
場
所

　

小
坂
陶
芸
ク
ラ
ブ（
旧
小
坂
幼
稚
園
）

◆
会
費　

月
１
，５
０
０
円

◆
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

小
坂
陶
芸
ク
ラ
ブ（
TEL�

29
︱
４
４
４
６
）

　

小
学
生
３
年
生
か
ら
高
校
生
を
対

象
に
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
野
外
活
動

等
を
通
し
て
国
際
性
を
養
い
、
交
流

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
海
外
派
遣

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
参
加
す
る
方
は
８
割
、
初

め
て
の
海
外
と
い
う
方
が
６
割
で
、

事
前
研
修
会
で
の
仲
間
作
り
か
ら
指

導
し
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。

◆
内
容

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

英
語
研
修
、
地
域
見
学
等

◆
派
遣
先

　

米
国
、
英
国
、
豪
州
、
カ
ナ
ダ
、

サ
イ
パ
ン
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、フ
ィ
ジ
ー

◆
日
程

　

７
月
25
日（
木
）～
８
月
13
日（
火
）

◆
参
加
費

　

22
・
８
万
円
～
57
・
８
万
円（
予
定
）

◆
申
込
締
切

　

６
月
３
日（
月
）・
６
月
10
日（
月
）

※
参
加
対
象
、
日
程
、
参
加
費
、
締

切
は
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

（
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会

（
TEL�

03
︱
６
４
５
９
︱
４
６
６
１
）

　　採取場所
グリーンフィル小坂
大谷地川末端
小坂川下流

試料名
処理水
河川水
河川水

ヨウ素 セシウム134 セシウム137

採　　取　　日
測　定　期　間

平成25年３月21日
３月22日から３月26日

（単位：ベクレル／リットル）

検出下限値未満の
ため不検出

＊ 

お
・
め
・
で
・
た
＊

〈
け
や
き
宿
舎
〉

　
櫻
庭　

煌こ
う

也や

（
父
・
広
志
、
母
・
純
子
）

＊ 

ご
・
け
っ
・
こ
・
ん
＊

　�

目
時　

嘉
樹　
（
荒
川
）

　�

目
時　

智
亜　
（
鹿
角
市
）

＊
お
・
く
・
や
・
み
＊

〈
上
小
坂
〉　　
　
　

花
田　

イ
ソ

〈
藤
倉
団
地
〉　　
　

斉
藤　

正
春

〈
さ
く
ら
ん
ぼ
団
地
〉　

野
呂　

セ
ツ

〈
若
葉
町
〉　　
　
　

長
井　

キ
ヌ

〈
狐
崎
〉　　
　
　
　

千
葉　

キ
ヌ

〈
牛
馬
長
根
〉　　
　

木
村　

安
吉

※『
慶
弔
だ
よ
り
』へ
の
掲
載
を
希

望
さ
れ
な
い
場
合
は
、
届
出
の

際
に
窓
口
へ
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

（
３
月
受
付
分
・
敬
称
略
）

小
坂
陶
芸
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

個
別
労
働
関
係
紛
争
あ
っ
せ
ん
制
度

中
小
企
業
等
金
融
円
滑
化

相
談
窓
口
設
置
の
お
知
ら
せ

♡（

◆
検
査
日
＝
３
月
５
日

　

①
小
坂
小
学
校（
タ
マ
ネ
ギ
）

　

②
七
滝
小
学
校（
若
鶏
も
も
肉
）

　

③
小
坂
中
学
校（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
）

◆
検
査
日
＝
３
月
11
日

　

④
マ
リ
ア
園（
ニ
ン
ジ
ン
）

　

⑤
七
滝
保
育
所（
キ
ャ
ベ
ツ
）

◆
検
査
結
果　

→　

す
べ
て
不
検
出

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

①
～
③
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
班

（
TEL�

29
︱
２
３
４
２
）

④
・
⑤
町
民
課
町
民
福
祉
班

（
TEL�
29
︱
２
４
０
０
）

学
校
・
保
育
所
給
食
食
材
の

「
放
射
性
物
質
検
査
結
果
」を

お
知
ら
せ
し
ま
す

夏
休
み
海
外
派
遣
参
加
者
募
集

第
11
回
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

募
集

　上記機種について、製品回収にご協力くださ
い。発煙・発火の恐れがあり、重大事故も発生
していることから、お心当たりの方は下記フリー
ダイヤル（無料）までご連絡をお願いします。

［回収専用フリーダイヤル］
０１２０－６０４－７７７（午前９時～午後７時）

リコール製品のお知らせ
ＴＤＫ加湿器　KS-500H　KS-300W
　　　　　　　KS-31W　　KS-32G
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お
知
ら
せ

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

注：在宅当番医は、平日は午後５時から
８時まで、日曜祝日は午前９時から
午後８時までです。

町の人口・世帯数
４月１日現在の住民基本台帳より
（　　）内は前月比

人　口

男

女

世帯数

5,864人

2,727人

3,137人

2,562世帯

（－21人）

（－12人）

（－ 9人）

（－ 1世帯）

月　日 行　　事　　名 在宅当番医 月　日 行　　事　　名 在宅当番医

行政相談日（七滝公民館）
【可燃ごみ】

市日相談日（だんらん）

〈土用〉
七滝連協総会

〈八十八夜〉
【生ごみ（中央地区）】

【生ごみ（中央地区）】
《憲法記念日》
【可燃ごみ】

【可燃ごみ】
《みどりの日》
【古紙類】

〈穀雨〉
滝の茶屋孫左衞門オープン
康楽館常打芝居劇団岬一家初日　【古紙類】

《子どもの日》
〈立夏〉

《振替休日》
【生ごみ（中央地区）】

小坂町老人クラブ連合会総会
（図書館・郷土館休館日）
【生ごみ（中央地区）】

（康楽館常打芝居休演日）
【可燃ごみ】

心配ごと相談日
【可燃ごみ】

ゆとりの日
【びん、缶等資源類】

ゆとりの日
ゆーとりあにこにこ訪問（マリア園）
【びん、缶等資源類】

七滝保育所施設開放日
１歳６か月児・３歳児・4歳児健診（ゆーとりあ）
【生ごみ（中央地区）】

岩沢定例会
【生ごみ（中央地区）】 【可燃ごみ】

合同運動会・体育会（小・中学校）
【不燃物（Ａ地区）・ペットボトル】

体育祭（高校）
【不燃物（Ｂ地区）・ペットボトル】

振替休業日（小・中学校）
（図書館・郷土館休館日）
【生ごみ（中央地区）】

《昭和の日》
【生ごみ（中央地区）】

(火)
２か月児・１歳３か月児育児相談（ゆーとりあ）
【可燃ごみ】

心配ごと相談日
（康楽館常打芝居休演日）
【可燃ごみ】

大 里 医 院
☎22-1251

大湯リハビリ病院
☎37-3511

本 田 医 院
☎35-3002

笹村整形外科
☎30-0035
本 田 医 院
☎35-3002
小笠原医院
☎35-2011
大 里 医 院
☎22-1251
長 橋 医 院
☎23-7612
福 永 医 院
☎35-3117
なかのクリニック
☎22-7335

かづの厚生病院
☎23-2111

いけがみクリニック
☎30-0111
三ヶ田医院
☎31-1231

鹿角中央病院
☎23-4131

小坂町診療所
☎29-5500

なかのクリニック
☎22-7335

かづの厚生病院
☎23-2111

小坂町診療所
☎29-5500
大湯リハビリ病院
☎37-3511
福 永 医 院
☎35-3117
大 里 医 院
☎22-1251
小笠原医院
☎35-2011

本 田 医 院
☎35-3002
村 木 医 院
☎22-2055

笹村整形外科
☎30-0035

大 里 医 院
☎22-1251

小坂町診療所
☎29-5500
大 里 医 院
☎22-1251

小笠原医院
☎35-2011
長 橋 医 院
☎23-7612

【可燃ごみ】
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こ
の
冊
子
は
環
境
に
配
慮
し
、古
紙
配
合
率
100%

の
再
生
紙

及
び
大
豆
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

総務課
　総務管財班（総務）
　　　　　　（管財）
　企画財政班（財政）
　　　　　　（企画）
観光産業課
　農林班
建設課
　建設班
　水道班
出納室
農業委員会
選挙管理委員会
議会事務局
監査委員会

十和田出張所

町民課
　税務班
　生活環境班
　町民福祉班
　保健センター
　中央児童館
　地域包括支援センター

教育委員会事務局
　総務班
　学習振興班・小坂公民館

観光産業課
　観光商工班
　にぎわい創出班
　小坂鉱山事務所

　歯科診療所
　あかしや荘
　川上公民館
　郷土館
　図書館
　屋内温水プール
　小坂中学校
　小坂小学校
　康楽館
　孫左衞門　

　七滝支所
　七滝公民館
　七滝保育所

２９－３９０１
２９－３９２３
２９－３９０３
２９－３９０７

２９－３９１２

２９－３９１０
２９－３９１１
２９－３９０２
２９－３９１３
２９－３９０１
２９－３９１４
２９－３９１４

０１７６－７５－２３５１

２９－３９０４
２９－２４００
２９－２４００
２９－２４００
２９－２９８２
２９－２９５０

２９－２３４２
２９－２０６９

２９－３９０８
２９－３９０８
２９－５５２２

２９－５２５４
２９－２４３４
２９－２３４４
２９－４７２６
２９－２２０７
２９－５３６２
２９－３２３２
２９－２４２２
２９－３７３２
２９－３７７７

２９－２２１９
２９－３４１１
２９－２０５２

〈役場本庁〉

〈ゆーとりあ〉

〈セパーム〉

〈ほっとりあ〉

〈その他施設〉

〈小坂鉱山事務所〉

住まいの事ご相談ください
新築、増改築、リフォーム全般｛キッチン、お風呂、トイレなど｝

代表　工藤 雅也
小坂町小坂鉱山字渡ノ羽53　TEL29－2191

広報こさか〔No.1043〕2013（平成25）年 4 月号（毎月10日発行）
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